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□はじめに
海野　大会実行委員の，東洋大学の海野と申しま
す。本日のシンポジウムの司会を務めさせていた
だきます。どうぞよろしくお願いいたします。
本日は司会２人で進めさせていただきます。
福本　シンポジウムの司会を海野先生と一緒に務
めます，お茶の水女子大学の福本と申します。よ
ろしくお願いいたします。
海野　今回は，大会のテーマと同じく「ポストコ
ロナの舞踊と舞踊学」と題して，シンポジウムを
行います。

昨日の基調講演では，三浦雅士さんより，「身
体を基軸にする舞踊学こそが，いま必要な学問で
ある」こと，そして「新型コロナウイルスのパン
デミックは，舞踊と舞踊学にとって後押しとなっ
た，ネット環境の普及は，舞踊にとって願っても

ないチャンスだ」というお話しがありました。
では，ポストコロナで，舞踊と舞踊学にはどの

ような展望が開けたのでしょうか。
そこで今回，舞踊研究，舞踊教育，民俗舞踊，

劇場舞踊の４つの領域から，お１人ずつパネリス
トをお願いしております。最初にお１人ずつ，テー
マに沿って，15分から20分の発表をしていただき
ます。パネリスト全員の発表要旨集および発表者
紹介は，大会ホームページに用意しております。

そのあと，すぐに，パネリストによるディスカッ
ションを30分ほど行います。最後に，フロアの方
から質問やご意見をいただく時間を設けます。

休憩はございません。約２時間半，どうぞお付
き合いください。

第75回舞踊学会大会　大会企画
■シンポジウム

ポストコロナの舞踊と舞踊学

	 パネリスト（登壇順）
舞踊研究…齋藤　尚大（横浜カメリアホスピタル）

	 舞踊教育…寺山　由美（筑波大学）

	 民俗舞踊…吉田　純子（文化庁文化財第一課）

	 劇場舞踊…唐津　絵理（愛知県芸術劇場）

	 司会・進行
	 海野　　敏（東洋大学）

	 福本まあや（お茶の水女子大学）
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スペイン風邪とラバン

齋藤尚大

今回のシンポジウムではコロナの苦労話ではな
い話をするよう仰せつかりましたが，舞踊界の先
人も過去のパンデミックで苦労していたようです
ので，その辺りから得られるものがあればと思い，
本日はスペイン風邪がルドルフ・フォン・ラバン
にどのような影響を与えたかについてお話しした
いと思います。付論として，スペイン風邪とコロ
ナ禍という２つのパンデミックをつなぐ視点を幾
つか提示できればと思います。

まずスペイン風邪についておさらいしたいと思
います。当時は病原体について分かっていません
でしたが，現在ではＡ型インフルエンザの感染症
であったと考えられています。「スペイン」とい
う呼称については，第１次世界大戦の中立国のス
ペインの報道が自由で，第１波を制限なく報道し
ていたということから，スペインからの報道が世
界に伝わって，スペイン発の伝染病のイメージが
定着したと言われています。

スペイン風邪の死者数ですが，2,000万人以上
と言われています。当時の世界人口が大体16億人
と考えますと，コロナが80億人中668万人の死者
が出たと言われていますので，いかに甚大な被害
であったかお分かりいただけるかと思います。流
行状況ですが，1918年の３月に最初のアウトブ
レークがあって，その後３つの波を経験していま
す。特にひどかったのが1918年の秋から冬にかけ
ての第２波で，死亡率が最高で，特に20代から40
代の男性で死者が増加したということが特徴的で
す。

このように甚大な影響を与えたパンデミックで
したが，戦争や政変の報道にかき消されたという
こともあって，「忘れ去られたパンデミック」と
いう言い方をされることもあります。また，スペ
イン風邪に罹患して死んだ方は大勢いらっしゃっ
たわけですけれども，非英雄的な死ということで
隠されたということも影響しているかもしれませ
ん。例えばフランスの詩人，ギョーム・アポリネー
ルは，実際はスペイン風邪で死亡しましたが，戦
死として埋葬されました。

一方で，スペイン風邪の影響は，実は外傷体験
として文学作品に隠された主題として残っている
のではないかという指摘をするエリザベス・アウ
トカという研究者もいます。瘴気，すなわち制御
不可能で不可視の伝染の浸透であるとか，あるい
は死者の生き返り，亡霊のイメージ，そのような
イメージが文学先品の中に残っているのではない
かと論じています。ラバンの場合，先に結論を申
しますと，主題として作品には反映していません

が，思考の深まりに影響したのではないかと考え
ています。

次に，ルドルフ・フォン・ラバンについてご紹
介したいと思います。1879年にオーストリア＝ハ
ンガリー帝国で出生しています。もともと祖先が
フランスのブルターニュ地方出身のユグノー派で，
大トルコ戦争に参戦してこの地に移り住んできた
と言われています。ラバンのお父さんもオースト
リア＝ハンガリー帝国の陸軍の大将をしていまし
た。ラバン本人も19歳でテレジア軍事アカデミー
に入校しましたが，１年で退学して，その後30歳
ぐらいまでミュンヘンとパリで絵画や建築を学ん
だり，フリーメーソンである薔薇十字団の活動を
したりしていました。

ラバンがスペイン風邪に感染したのは1918年で
すが，それに至る1910年代はどういう時期だった
かと言いますと，ラバンにとってはおおむね30歳
代に相当し，舞踊を主題としはじめた時期です。
ミュンヘン，チューリッヒ，アスコナで舞踊学校
を開校し，またフリーメーソンである東方聖堂騎
士団（OTO）の指導者としても活動していました。
舞踊上演は学校の発表会，あるいはOTOのイベ
ントで行われていたようです。私生活では，複数
の女性と共同生活をして子をもうけました。

また，1910年代は，ラバンにとって繰り返す抑
うつ状態に見舞われた時期でもありました。１回
目のエピソードは1912年の春で，これは最初の妻
との死別と父の死が連続して起きて，それに伴う
ものでした。妻との死別については後に作品化さ
れています。そして２回目のエピソードが，まさ
にスペイン風邪罹患によるものでした。1918年
の晩夏，ちょうど第２波の冒頭に罹患していま
す。それに伴って抑うつ状態に陥ります。冬には
スイスのクロスタースで空気療法を受けています。
1919年の春，なかなか病状が回復せず，スイス・
ルガーノのKurhaus Monte Breという回復期施
設に移っています。結局，自分が設立した学校の
経営や子供の世話は女性たちに委ねて，OTOも
退会します。

さて，私は以前，ラバンが罹患していた精神障
害について，双極性スペクトラムの一分類である
発揚性気質に伴ううつ病ではないかと話したこと
があります。もちろん，このうつ病という病気は
心身に否定的な影響を与えるものではありますが，
抑うつ状態の経験が舞踊界の指導者としての資質
を高めた，そういう肯定的な側面もあるのではな
いかと考えています。精神科医のナシア・ガミー
は，「うつ病は指導者をより現実的で共感的にし，
そう病は指導者にさらなる創造性と回復力をもた
らす」と述べていますが，これがラバンにも当て
はまるのではないかと考えています。

そこで，スペイン風邪に罹患した時の思考の変
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化を，母親と妹に宛てた手紙から見ていきたいと
思います。まず，スペイン風邪罹患時の病状です
けれども，1918年の秋に母親・妹に宛てた手紙の
中でこのように書いています。「３週間以上続く
発熱で疲弊している。心不全で死にかけた。目と
耳が弱くなってチックが出ている。あるいは，肺
や腸の不調がある。そして，病的なメランコリー
に陥っている。」このように，もう全身がかなり
侵された状態になっていたようです。

さて，そのような中，戦争と政変がラバンの心
を襲います。ラバンは人間性喪失の危機を感じま
す。1918年の秋，当時社会学を専攻していた妹に
宛てた手紙に，オーストリア＝ハンガリー皇帝の
退位の記事を同封して，「おめでとう，われわれ
はボルシェビキになった。暴力を伴う共産主義に
よって生活の単純化が達成された。ダダイズム，
キュビズムといったイズムの文化を専門化した」
というふうに，ちょっと皮肉めいて書いています。
そして，人間は失われたとまとめています。その
後，そのような状況で，「病的なメランコリーか
ら抜け出したものの，皮肉にも研究や舞踊教育は
できない，要求に応えられない，指導者の役割を
果たせない，自分に閉じこもって文を書いたり絵
を描いたりしている」というように，弱った一面
も見せています。

しかし，弱った一面だけではなく，その状況で
も人間性をどのように探求するかについて記載し
てもいます。1918年秋に母親に宛てた手紙の中で
は，「人間性というのが人間の最も神聖な側面で
あって，それはブルジョワ的な秩序を維持するこ
とではなくて，母なる自然の激しい陣痛を助ける
ことに関わることである」と書いています。そし
て，「私たちの使命は，特に人間の命と私たちの
地球を全宇宙の広大な知性と結び付ける精神的な
本質を保護することだ」というふうに述べていま
す。そして，「この目的を創造者として形づくる
のが，まさに芸術家の責任である」とまとめてい
ます。

それを行うための方法として，秘密結社が持っ
ている人間性の伝統的な訓練方法の重要性にも触
れています。それは，「古代の形態である科学と
宗教のハイブリッドな文化にのみ伝承されていて，
それがフリーメーソンなどの秘密結社の本質であ
る」と述べています。

また，先ほどうつ病が現実の理解を深めるの
に役立つ可能性についてお話をしましたけれど
も，実際そのような経験に関する記述も認めます。
1918年の末に母親に宛てた手紙では，「私は動揺し，
内面まで暗くなっている」と書く一方で，「より
現実的になっている」とも書き，そして，「以前持っ
ていた考えをもっとはっきりと理解できるように
なった」とも書いています。

そして1918年の末には，これらの考えをどのよ
うに舞踊に展開するかについて具体的なプランを
書いています。「苦悩の合間に私は動きの研究を
出版のために準備している」，「私の本は表題が示
すように，技術的に言えば舞踊の和声論と舞踊表
記術である」と書いています。ただ，これは単純
に技術的な本ということではなくて，その背景に

「比較古書体学，比較言語学，比較儀礼学そして
比較哲学」の裏打ちがあると記述しています。そ
して，「舞踊の指導者として道を見つけることが
できるでしょう。それが真に人間的な労働と向上
のために続く道であって，私たちの時代は新たな
プラットフォームに向けて階段を建設しており，
私はその段を築いているのです」という自負も述
べています。

その後，1919年２月には，ラバンらの新しい舞
踊にいち早く注目し紹介していたハンス・ブラン
ケンブルクに対し，「動きの関係を視覚化する記
号体系の発明」について書いています。今で言
う記譜法ですね。そして，1919年の４月にニュ
ルンベルクで開かれたデューラー協会の展覧会
に，ミュンヘン時代に描いた素描を出品していま
す。これは元生徒であるヨハン・アダム・マイゼ
ンバッハの尽力によるものです。この展覧会の売
り上げで治療費や借金の返済ができて，1919年の
夏にようやく心身ともに回復しました。

戦後，スペイン風邪罹患中に構想していた著作
は，『舞踊家の世界』というタイトルで出版され
ます。この中で，ご紹介した手紙の中で言及され
ていた人間性が「新しい人間」として記述されて
います。「舞踊家は私にとって新しい人間である。
彼らは思考，感覚，そして一種の野蛮さから一面
的に意識を形成しているのではない。それは明晰
な理性と深い感覚，そして強い意思を，調和的に
均整の取れた，それでいて部分の相互関係におい
て運動可能な全体に織り込もうとする，かの人間
である」と書いています。

研究者のアナ・キールソンは，この新しい人間
に積極的自由としての舞踊を見いだし，それが戦
後のラバンの思想，さらには政治的な態度となっ
たことを述べています。キールソンは先ほどの文
章をパラフレーズして，「安定しているが，まだ
動いている全体という逆説である。調和の確立に
意識的に励むダンサーは，制約から自由なのでは
なく，自由に動いている」と記述しています。こ
の積極的自由としての舞踊というものは，自己決
定された内的状態の外部への表出の自由と定義さ
れていて，それは自立に基づいた自由の行使概念
とされています。それは，制約がないという意味
での消極的自由の反対と捉えられています。1920
年代におけるラバンの舞踊活動は，調和に基づい
た社会の再形成に向けてこの自由をどうやって実



－87－
『舞踊學』第47号　2024年

践していくかということだとキールソンは述べて
いて，それを「身体化された保守主義」と名付け
ています。

話をまとめますと，もともとラバンは発陽気質
に伴ううつ病に罹患していた可能性があり，スペ
イン風邪によってその抑うつ状態が再燃しました。
ただ，それは否定的な影響を与えるだけではなく，
人間についての思考の深化や明確化という肯定的
な側面もあって，それが第１次世界大戦後の活動
の思想的・理論的基盤の形成につながっていたの
ではないでしょうか。

さて，最後に，スペイン風邪とコロナ禍２つの
パンデミックをつなぐ論点に触れたいと思います。
ラバンにおけるスペイン風邪の影響は，スペイン
風邪以前の思考の深化と明確化であって，それが
20年代の理論家，振付家としての躍進につながっ
たのであれば，パンデミックの経験からいかに思
考を深められるか，それがラバンの残したひとつ
の大きなテーマなのではないかと思われます。

まず動きの自由ですね，これが２つのパンデ
ミックに共通するテーマとして取り上げられるの
ではないかと思いました。積極的自由というのは
あくまで理念系で，実際はやはり何らかの制約か
らの自由という形を取るかと思いますけれども，
それがさまざまな形でパンデミックの際に展開し
てきたのではないでしょうか。

昨日の基調講演で三浦先生も舞踊の根本的な問
題として死を取り上げておられましたけれども，
スペイン風邪以前のパンデミックにおいて舞踊が
直面していた大きな問題は，ペストやコレラの流
行時に流布した「死の舞踏」の表象に典型的に認
められるように，死でした。スペイン風邪以降，
死亡リスクの変化や感染予防のための大衆管理方
法の導入によって動きの制限という問題も加わり，
これが動きの自由の探求として，特に私的空間の
共有と開放というテーマで，両パンデミック下の
舞踊作品のいくつかに表現されていると思われま
す。また，研究者ケイト・エルスウィットは，ラ
バンのkinesphereを敷衍して，coronasphereとい
う概念を提示していますが，この考えから，コロ
ナ禍において呼吸に配慮しながら死と自由に舞踊
はどう関わるかというテーマにそって幾つかの作
品や文化現象を検討できるのではないかとも考え
ています。

また，コロナ禍で社会のデジタル化が一気に進
んだことに如実に表れているように，パンデミッ
クが文化を促進するのではないか，舞踊もそうな
のではないかというテーマも検討に値するかと思
います。これに対してはさまざまなアプローチ
が可能かと思いますけれども，問題解決技術と
して文化を捉えた際にどのような条件で進化す
るのかをシミュレーションしたモデル（Winters, 

2019）がありますので，実際にこういったモデル
に即してラバンの活動がどのような挙動を示して
いるのかを部分的にでも検討できるかと思います。

時間になりましたので，私の話は以上です。ご
清聴ありがとうございました。
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これはコロナのせいなのか？
－舞踊教育との関連

寺山由美

はじめに
筑波大学の寺山です。貴重な機会をいただきま

して，ありがとうございます。私は舞踊教育の立
場からお話させていただきます。

今回，タイトルを「これはコロナのせいなの
か？」と付けました。確かにこのコロナがきっか
けではありますが，時代が今までとは違う様相に
なってきているのではないかということについて
お話をさせていただきます。

まず，本学会はさまざまな会員の皆さまがい
らっしゃいます。今日のシンポジストは，研究の
側面で選出されているので，まず舞踊教育の研究
の範囲を先に述べさせていただきます。

次に，教育現場におけるコロナ禍によるオンラ
イン化の状況や，舞踊教育の中でも体育に着目し
て，身体教育としてのダンスの捉え方について，
そしてそれは学習者の身体表現につながっている
ということについてお話をさせていただきたいと
思います。

舞踊教育研究の範囲
まず舞踊教育なんですが，一口に舞踊教育と

言ってもさまざまな場面が考えられます。図１は，
Ｙ軸の上が幼児，下に高齢者を示し，Ｘ軸の右が
公教育，いわゆる学校で，左がプライベートスクー
ルです。このように，いろいろな場所での舞踊教
育が考えられます。対象者が違うと教える内容も
教え方も異なるため，それぞれに研究が進められ
てるのが現状です。

上級者なのかで，またこれも指導内容が異なって
いきます。また，例えば同じ高等学校といっても，
体育で行う授業のダンスと部活動のダンス部では，
指導内容が全く異なります。また，同じお稽古場
でも幼児クラスとシニアクラスは，やってること
が全然違うはずです。生徒がどのような状況・状
態にあるかで研究対象が異なります。舞踊教育と
一口で言っても多岐にわたるということを踏まえ
て，今日はお話しさせていただきます。今日は公
教育の舞踊教育の話で進めていきます。

身体と教育現場
コロナ禍の教育現場に目を向けますと，皆さん

もご存じの通り，2020年の３月に全国一斉臨時休
業という形で，児童・生徒・学生は学校に行けな
いという状況になりました。これに伴いオンライ
ン化が進むようになりました。多人数の大型授業
はオンライン化をされ，フィジカルないしソー
シャルディスタンスの実施，マスクの着用，給食
時には全員が前を向いてパネルを立てて黙食する
などの制限がありました。体育の授業では，薄い
手袋を付けさせ，他者と接触しないような形で進
められていました。

現在では，対面授業に戻っていることが多いで
すが，オンラインとの併用も依然として多く見ら
れます。大型授業を今もオンラインで行っている
大学もあるでしょう。他にも，教材の電子化が進
み，今までプリントしなければならなかったもの
が不要になったり，対面でのミーティングが不要
になったりと，利便性が多く見つかったことは事
実です。

このように，利便性が多く見つかる一方で，失っ
たものも多いのではないかと思います。一番大き
な影響は，身体不在のコミュニケーションが助長
されたことです。おそらくコロナがなくてもテク
ノロジーの進化でこうなったのかもしれませんが，
コロナによって急速に進行したように感じます。

コロナ禍では，大学の授業でもZoomのような
オンラインツールを使って授業をせざるを得ませ
んでした。そのため，先生によってはブレークア
ウトルームで少人数に分け，グループ討議の機会
を設ける方も増えました。通常であれば，図２の
ように参加者の顔が見えて討議するのが一般的で
すが，学生たちに聞くと，図３のように顔を出さ
ず，声も出さない，ミュートにしたままでいる人
も多いということです。例えば，ある学生が「こ
んにちは，こんにちは」と話しかけても，誰も応
答しないという状況も普通になってきてしまった
ということです。

顔も出さずにミュートにしている学生は，もし
かしたら寝ているかもしれないし，別の作業をし
ているかもしれません。しかし，誰かが呼びかけ

＜図１＞

また，同じような舞踊教育のシーンでも，さま
ざまダンスの種類ありますが，どのジャンルのダ
ンスを扱うかで指導の内容や研究の内容は異なっ
ていきます。同じ場所でも，それが初心者なのか
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ているのに平気で無視できるという状況は，やは
り少し怖いなと思います。そして，若い人たちが
それを普通のコミュニケーションだと感じてしま
うのも，少し怖いと感じます。オンライン化には
良い面もありましたが，負の面も助長されたよう
に思います。

ここで，公教育の体育という教科に話を移しま
す。体育に関係していない方々は，体育に対して
さまざまなイメージを持っていらっしゃると思い
ます。多くの方は，「体育ってスポーツやダンス
をやっているんでしょう」というイメージを持た
れていると思います。もしかしたら，体育の専門
の人でもそのように思っている人がいるかもしれ
ません。

しかし，私自身は，体育という教科はダンスや
スポーツができるようにさせるだけではない教科
だと思っています。ダンスやスポーツを学習者に
ただやらせることが目的ではなく，さまざまな運
動を通して「私は身体なのだ」という身体観を教
育することが目的だと考えています。

今日は舞踊関係の方が多いので，「＜私＞は身
体なんて，当たり前でしょう」と思っている方も
多いかもしれません。しかし，世の中では＜私＞
は身体というよりも，＜私＞は心だとか，＜私＞
は脳だと考え，身体はどうでもいい，身体は二の
次，三の次と思っている人の方が多いと思います。

そして，その＜私＞というものについても，「自
分なのだからよく知っているだろう」と思いがち
です。しかし，＜私＞というのは，私が分かってい
る部分でしか＜私＞を理解していません。本当は大

きな範囲での＜私＞が存在しますが，私が＜私＞だ
と認識している部分しか＜私＞と思えていません。
そのように考えると，人生を通して私は＜私＞を
探していくことになると思います。運動を行うと
意外な自分，知らなかった自分に出会うことがあ
り，このような経験を通して＜私＞を探していく
のではないかと思います。

フロアの中には踊った経験がある方も多いと思
いますが，例えば即興などをすると，自分でも思っ
ていないような運動が先に起こってしまうことを
経験した方もいるでしょう。私が意識して「右に
行こう」と思って右に行くのではなく，運動が先
に起こってしまう。「ああ，私，右に行こうと思っ
ていたんだな」と，運動の後で自分に気づく感覚
は，多くの方が経験していると思います。そのよ
うに，運動を通して自分自身を意識化していくこ
とが，体育の教科では必要ではないかと思ってい
ます。

そういう意味では，身体活動がかなり重要です。
しかし今，身体活動は削減傾向にあります。これ
は，コロナが原因ではないこともあります。例え
ば野外活動。昔は林間学校や臨海学校がありまし
たが，今は削減傾向にあります。先生の負担や親
の同意など，さまざまな原因で削減されています。
昔はキャンプファイヤーでフォークダンスを踊っ
た経験が誰にでもありましたが，今の大学生はほ
ぼ全員がフォークダンスを知らずに大学生になっ
ています。

それから行事。運動会や体育祭も，以前は家族
行事のような側面がありましたが，今は半日で終
わらせることが多いです。いろいろなご家庭があ
るので半日で終わらせるのです。町内会の行事も
少なくなっているため，多くの学生は盆踊りを知
りません。筑波大学にはいろいろな地域から学生
が来るので，故郷に文化がある学生はその限りで
はありませんが，多くの場合は盆踊りを知りませ
ん。

また，ICTを上手に使うことは本当に良いこと
だと思いますが，不安も感じています。調べると
すぐにネット上に答えが出てきます。そうすると，
例えばある花を調べて，その形状や名前は分かり
ますが，本来はそれだけしか分かっていないはず
なのに，全てを知っている，分かった気になって
しまう。その花の匂いやトゲトゲ感などの質感は
全く分かっていないのに，無意識に全てを分かっ
たと思うようになってしまうことを危惧していま
す。

ダンス学習と身体表現
このような状況の中で，ダンス学習とは「＜私＞

の身体がどのように表現しているのか」に着目し，
踊ることを通して知り得ていく＜私＞に気づかせ

＜図２＞

＜図３＞
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ていくことが重要だと個人的には思っています。
その学習者が何を感じ得て，どのように身体運動
となって表れ出てくるのか。それこそが身体表現
なのだというのが大事だと思います。そのため，
今の若い人たちがデジタル化し過ぎている状況に
おいて，その人の中にある感覚質というか，感覚
野が今後どうなっていくのかについては考えなけ
ればならないと思います。

将来的に学校が無くなり，オンラインで授業を
受ける時代が来るかもしれません。しかし，個人
的には学校は必要だと思います。なぜなら，他者
がいるからです。学校では，友達や自分ではない
＜他者＞が何を表現するのかを身体を介して学び
合うことが大事だと思っています。

図４は，松本千代榮先生が東京教育大にいらし
た時に，初めてダンスの学生となった相場了先生
が撮影された写真です。千代榮先生は昨年９月に
亡くなり，相場先生は同年11月に亡くなられまし
た。

私は幼少からバレエを習っていたので，踊りと
は誰かが振付てくれて，それを間違えないで踊る
ことと思っていました。大学に行ってその考えは
変わりました。さらに変わったのは，相場先生と
のご縁です。相場先生は，この写真を見て，「こ
れが身体表現の核」と言われた時にやっと府に落
ちました。

この写真のお子さんは，たぶん２歳ぐらいだと
思います。この開き切ったチューリップをそっと
触ろうとしている様が写真に写っています。２歳
なので，「このポーズしなさい」と指示すること
はできません。多分この幼児がチューリップを散
らさないようにそっと触ろうと思っていることが
幼児の身体に表れ出ている。これが身体表現の核
だと言われた時に，なるほどそういうことなのか

と理解しました。
結局，身体というのは表現してしまうものなの

です。口では嘘をつけるかもしれませんが，身
体で嘘をつくのは難しいと思います。だからこ
そ，ダンス学習では，身体表現を伝える際に，自
分の表現と運動がずれないように意識させること
が，その学習者の人生において大切だと考えるよ
うになりました。多くの人はダンサーにはならな
いと思いますが，生きている以上，身体と身体で
コミュニケーションを取っていきます。多分皆さ
んも私の身体を見て，「この人そういう人かな」
と読んでいると思いますし，私も座っている皆さ
んを見て，「あの人はこういう人かな」と読んで
います。このような身体の読み合が通常起こって
いるので，そのことがやっぱり生きる上での核と
いうか，ベースになっていくのだと思っています。

偽りのない身体の世界
先ほど身体不在のコミュニケーションの話をし

ましたが，今の学生が他者の身体表現をどう捉え
ているのか気になることがあります。例えば，能
面が下を向くと「曇ラス」，つまり悲しみを表現し，
上を向くと「照ラス」，つまり喜びを表現します。
しかし，今の若者はこの感情を逆に捉えるという
論文を読み，私も学生に質問してみました。

すると，大学生の半分が逆に答えたのです。下
を向いている時が喜びで，上を向いている時が悲
しみだと答える学生が半分いました。下を向いて
いる時が喜びだと答えた学生は，「クックック」
と笑っているとか，「やった」と下を向いてガッ
ツポーズをして喜んでいると言いました。反対に，
上を向いている時が悲しいと答えた学生は，涙を
こらえてこぼれないようにしているとか，絶望し
て空を仰いでいるというように答えました。

私たちは，どこかで共通した身体の経験を基に
他者の表現を捉えていると思います。舞踊は特に
そういうことが重要だと思います。しかしながら，
実体験がない生活が助長されると，共通した身体
の経験の構築はさらに難しくなるでしょう。この
学生たちが舞台芸術や芸能をどのように見ていく
のかというのは，また別の問題だと思いました。

ポストコロナの時代にはネガティブな側面も明
らかになったと思います。逆に言うと，これから
生成AIなどが盛隆した時に，「本当の表現とは何
だろう」となるのではないでしょうか。そういう
意味では，もう一度身体に戻ろうとする動きが出
てくると思います。ダンスは嘘がつけない生の世
界です。今では写真を加工して，まるで本当に跳
んでいるように編集することもできます。そのよ
うな中で，改めて偽りのない身体の世界の価値が
見直され，ダンスや体育の重要性が再認識される
のではないかと考えています。＜図４＞
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コロナ禍を経た民俗舞踊の現在

吉田純子

はじめに―「風流踊」を対象に―
ただ今ご紹介いただきました，文化庁の吉田と

申します。本日は貴重な機会をいただきましてあ
りがとうございます。どうぞよろしくお願いいた
します。まず初めにおわびと申しますか，私，実
は舞踊学会には属しておりません。その舞踊学が
どういう学問かということをきちんと承知しない
ままに「ポストコロナの舞踊と舞踊学」というタ
イトルでの今回のシンポジウムに来ておりますの
で，他の先生方と一緒の土台に立てていないので
はないかという心配がございます。本当に申し訳
ないことですが，ご承知おきいただければと存じ
ます。

また，民俗舞踊でとお題を頂戴したのですけれ
ども，民俗舞踊をどのように定義したら良いのか
ということも戸惑いました。ですので，今回は民
俗舞踊を民俗芸能と置き換えさせていただき，発
表をいたしたいと思っております。

民俗芸能と申しますのは，各地域社会の住民が
自らの手で慣習として繰り返し伝承・公開してき
た芸能のことと捉えていきたいと思っております。
全国各地にたくさんの伝承があり，その数３万と
も４万とも５万とも６万ともいわれ，実際の数が
つかめないのが現状です。

今回，民俗芸能を対象にするといいましても，
その全体を捉えることはなかなか難しゅうござい
ますので，今回は令和４年11月30日にモロッコで
開催されました無形文化遺産保護条約の政府間委
員会におきまして，ユネスコ無形文化遺産に登録
をされた「風流踊（ふりゅうおどり）」を取り上
げて，その芸能がどうなっているのかをご報告さ
せていただきたいと思っております。

このユネスコに登録された「風流踊」といいま
すのは41件の芸能があり，これらはいずれも国の
重要無形民俗文化財に指定をされています。「風
流踊」と申しますと本当に多様な姿を見せており，
神楽とか田楽といったように何か共通のイメージ
をなかなか持ちにくい芸能ではありますけれども，
例えば盆踊りとか念仏踊りといったものをイメー
ジしていただきますと，「風流踊」というのは人
が集まるということを前提とした踊りです。

ということは，やはり密を避けなければならな
いとしたコロナウイルスの流行というものの影響
を非常にダイレクトに受けてしまった芸能でもあ
り，今回のシンポジウムで取り上げるにはいい対
象となるのではないのかと思い，「風流踊」を例
にご報告をさせていただきたいと思った次第です。

「風流踊」について
まずは簡単に，「風流踊」とはどういうものな

のかをお話をさせていただきます。芸能的な特色
で申しますと，非常に華やかな，人目を引くとい
う「風流」の精神を体現し，衣裳とか手に持つ持
ち物に趣向を凝らしているということ，歌とか笛，
太鼓，鉦などの囃子に合わせて踊る民俗芸能，と
いうふうに私ども説明をしております。

今，私が調査に入っております高知県の「花取
踊」という芸能があります。「風流」という，そ
の精神を体現していますが，実は「花取踊」は今
回の41件の登録の中には入っていない芸能です。

お子さんたちが鳥毛を付けた冠をかぶり，色鮮
やかな着物を着て，そして背中には五色の色鮮や
かな布を垂らしたいでたちで，例えば鎌とか大太
刀とか小太刀とかそういう作り物の採り物にも紙
垂飾りの紙垂を付けて，手に取りながら踊ったり
します。本当に華やかに，その時その時の人目を
引く「風流」という精神の下に演じられている芸
能になります。

そして，「風流踊」というのは非常に多様な目
的を持って踊られている芸能です。そもそもは地
域共同体に災いをなす存在を，何か依り代のよう
なものに集め，それを共同体の外に追い払ってし
まおうという，そういう働きを期待された芸能で
はないかと思っておりますが，いずれも安寧な暮
らしを願う人々の祈りが込められている。そして，
その地域地域の歴史とか風土に応じて，実は多様
な目的を持って今日演じられているものです。

例えば災いを除く除災，あるいは疫神退散。京
都に伝承されている「やすらい花」は，４月の今
宮神社で行われている民俗芸能ですが，春の季節
に桜が散る頃，疫神もその桜の花びらと共に飛び
散るという言い伝えからその疫神を鎮めるための
祭りとして行われていて，「やすらい花や」とい
う囃子詞に合わせて仮装というか，独特のいでた
ちをした者たちが踊ってまいります。その疫神は，

「風流傘」といいまして，そこの上には花が飾ら
れており，とっても大きな傘に集められて疫神は
送られるといった伝承があるものです。

それから，念仏踊りとか盆踊りといったものは
死者供養，あるいは雨が降らない地域においては
雨乞い。今回の41件の中には入ってはおりません
が，雨が降っては困るという地域には，雨をやま
せる機能を持たせている所もあります。さらに豊
作祈願，五穀豊穣。そのような地域地域の状況に
応じたさまざまな祈りが込められて演じられてい
ます。

そして，大体多くは地域共同体の成員がこぞっ
て関わることが多い芸能です。子どもから高齢者
まで年齢ごとに役割を持っている，年齢階梯的な
役割分担を持っている，そういう形で伝承されて
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いる芸能が大変多いというものです。

「風流踊」の公開状況
令和２年にコロナ禍における「風流踊」の公開

状況について，その当時は41件ではなくて38件の
「風流踊」でしたが，その38件に対して調査を行
いました。そうしましたら，令和２年の段階では
例年どおり行っているという団体が３団体ありま
した。それから，例年とは違う形であるけれども
行いましたという団体が13件ありました。そして，
中止が22件でした。私，この結果を見た時に，こ
んなに大勢集まって密を避けなければいけない芸
能であるのに，例年どおりもあるし，方法は違え
ど行っている所がこんなに多いのだと，まずそう
いう驚きを感じたのを覚えております。

違う方法といいますのは，例えば人数の少なく
て済む演目を選んで行うとか，無観客で行う，あ
るいは，神事と芸能のみ行うとかです。それから，
外部の方はお断り，自分たちの共同体の中だけで
実施します，というような回答が多くありました。

その次は今年の令和５年の「風流踊」の公開状
況についてです。大体今の季節になりますと既に

「風流踊」はいずれも公開を終えておりますので，
実施状況を確認することができました。今回，中
止したのは１件です。ただ，その１件というのは
コロナが理由ではなく，台風７号の接近のために
中止したということで，今回はいずれの「風流踊」
も通常どおりにコロナ以前と同様な形で行われた
ということです。

また，ユネスコの登録が令和４年にありました。
登録後初の公開という形にもなりましたので，地
元ではかなり盛大にユネスコ登録記念というよう
なものを掲げつつ行われる所が多くありましたし，
または他地域との交流をして，あちらの「風流踊」
を呼んで一緒に公開，それぞれを踊るというよう
な形も多く見られたことで，これまで踊れなかっ
た，その思いがここにきてエネルギーがわっと発散
されたというような印象さえ私は受けております。

以上が令和２年と令和５年の公開状況です。

「新野の盆踊」を事例として
文化庁が監修しております『月刊 文化財』と

いう雑誌があります。第一法規から出ております
が，「風流踊」がユネスコに登録をされましたの
でその記念として「風流踊」のユネスコ登録記念
の特集号を組みました（令和５年６月号）。そこ
で幾つかの団体にインタビューを行っているので
すけれども，そこで伺えたお話でとても印象に
残ったところをご紹介させていただきます。

ひとつは，長野県阿南町の「新野の盆踊」の保
存会会長さんのお話です。「新野の盆踊」は，８
月14日から17日にかけて行われる盆踊りです。新

野の地域の目抜き通りの所に櫓を組み，櫓の上に
は音頭取りが上ります。楽器を伴わない，その音
頭取りの唄と踊り手の掛け声の掛け合いで踊られ
ていくというものですが，14日の夜から次の15日
の朝まで踊り続けます。そして，16日の夜には新
仏――その前の年のお盆以降亡くなられた新しい
仏様がいらっしゃる家が，親類縁者から贈られ
た灯籠を櫓に持ってきて，そこの櫓には灯籠が
わーっと掲げられます。そこで，もう一晩中ずっ
と最後の３日目の晩を踊るわけです。そして17日
の早朝，踊りながら，そして各家から持ってこら
れた灯籠も行列の先頭で歩きながら，踊り手もそ
の後ろに付きながら村の境まで行きまして，そし
てその灯籠はその村境で燃やされ，その次第が終
わります。と，もう振り返ってはいけません。以
後，盆踊り唄は唄ってはいけないという状況の中
で，皆さんお盆の踊りを終えて帰路につかれると
いうことです。この「新野の盆踊」は盆に帰って
くる精霊，特に新仏を迎えて共に踊り，送り帰す
という，盆踊りになっております。

その「新野の盆踊」ですが，コロナで２年間盆
踊りを中止しました。どこの地域も民俗芸能を伝
承されている所は少子高齢化です。そして新野の
ような，「新野の盆踊」は大変有名で，研究にも
早くから取り上げられた盆踊りですけれども，そ
こでさえも空き家が目立ち，人が少なくなって
いって，本当にこれからの伝承を担っていけるの
かという，今そういう状況にあります。

何しろ，「ユネスコ登録のお仲間に加わってく
ださいますよね」っていうふうに問い掛けた時
に，最初の年は「いや，お断りします。何しろこ
れから先，伝承していけるかどうか分かりません
から」とおっしゃった地域なのですが，その「新
野の盆踊」の保存会の会長さんが，結果お話しく
ださったことによりますと，「やはりコロナで２
年間盆踊りは中止をした。盆踊りは公道で行うの
で，よその人の参加を駄目といっても止めようが
ない。だからやめました。それでも，直前まで中
止を決められませんでした。新野の夏といえば盆
踊りなんです。それで，やめるとこんなに殺風景
なのかと思いました。新野も戸数が減ってきて盆
踊りの実施は大変な状況ですが，盆踊りをやめて
みて思ったことは，盆踊りをやるということは全然苦
労じゃないと思った」とおっしゃったのですね。
「やらない方が苦労。精神的につらい。供養や

踊りができず，この２年間に亡くなった方は本当
に気の毒だったと思っているし，申し訳ないと
思った」というふうにもおっしゃいました。

これは，私，大変心に響きました。「ああ，盆
踊りというのは，単に踊るだけじゃなくて，やっ
ぱり亡くなられた地域の方を送るという思いが皆
さんの中に生きているのだな」というのをすごく
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感じた一コマでした。

「和合の念仏踊」と「綾子踊」を事例として
また，長野県阿南町，新野のお隣というか，近

くに和合という集落があり，そこに「念仏踊」が
伝承されております。やはり新仏，新たに亡くな
られた方を弔うという意識を強く持った念仏踊り
です。こちらは地域としては戸数もどんどん減っ
ていってるのですが，若い方の移住がすごくうま
くいっている地域です。この「和合の念仏踊」の
担い手の中には他地域から移住してきた若い人た
ちが非常に多く割合としては入っております。そ
のうちのお１人の方に伺いましたが，「先輩が１人，
２人と亡くなって，その方たちを新盆で迎えると
いうことを重ねていくとすごく感慨深いものが出
てきて，12年間欠かさず念仏踊りをやってきまし
た」と。「今回のコロナ禍においては，地区外の
方には遠慮いただきましたが，和合ではコロナ禍
でも中止をすることはありませんでした。新仏供養
という形で行いました」と語ってくださいました。

このように，外から移住された方でも，何年も
何年も繰り返していくことによってそういう思い
を抱かれるようになったのだなという，思うとこ
ろがありました。

それからもうひとつ，香川県のまんのう町とい
う所に「綾子踊」という芸能があります。こちら
は雨乞い。雨が本当に降らない地域で，大きなた
め池の満濃池などがあります。雨乞い祈願のため
に「綾子踊」という芸能を踊るわけですけれども，
そちらの佐文という集落の会長さんに伺いました
ところ，「佐文は『綾子踊』みたいな塊でできて
るからね」っておっしゃったのですね。「みんなそれ
で団結しとる」というふうにおっしゃいました。

その佐文という地域は本当に雨が降らない地域
で，ため池が多数地区内にある。そういう所で雨
乞いの踊りとして「綾子踊」が伝承されてきたわ
けですが，実際には今は香川用水ができて，雨乞
いに苦しむとか，悩む必要はなくなったわけです。
だから，水利事業や水を求めるということで団結
していた地域が，その水を求めなくなった今，「綾
子踊」という踊りを核に団結をしているというよ
うなことをお話しくださいました。

むすびに代えて－コロナ禍がもたらしたもの－
結果的にコロナ禍がこういう民俗芸能に何をも

たらしたのか。私はかなりプラスの考えでおりま
す。芸能を伝承してくださっている皆さんが自ら
の芸能について深く問い掛ける，「私たちにとっ
ての民俗芸能とは何なのか」という，そういう問い
の時間になったのではないかなと思っております。

その問い掛けの方向性としては３つあると思っ
ております。

ひとつは民俗芸能の目的です。私たちは何のた
めに踊ってきたのかということを深く問い掛ける
時間になったのではないか，と。そういうことを
再認識するという機会になったと思っています。
それは先ほどの「新野の盆踊」，あるいは「和合
の念仏踊」，そういう方々のお話の中からも伺え
ますし，本来であれば風流の踊りというのは疫病
を退散させるためという性格を持っているもので
すから，皆さん口をそろえておっしゃいますのに，

「本当だったら，昔はこういう時にこそ自分たち
は踊りを踊って，世の中のために何か果たさなけ
ればいけなかった。だけど今は踊れない」という，
そんなこともよく語られました。そして，岩手県
北上市の「鬼剣舞」では，幾つも団体があるので
すが，オンラインでつないで疫病退散の舞をやり，
ある地域が踊って，そしたら次の地域が踊ってと
いうのを，ずっとオンラインで掛けていくという
ものをなさっておられたということもあります。

それからもうひとつは，民俗芸能と民俗芸能の
機能の再認識が行われたのではないかと思ってい
ます。それは，地域共同体の維持・形成に対して
民俗芸能がどのような働きを担ってきたかという。
これは先ほどの「綾子踊」の会長さんが，「綾子踊」
というのは雨乞いの踊りとしてだけでなく，地域
というその塊。つまり人のつながりを維持し，新
たにつくり出す行事として位置付けられてきたと，
そういうお話にも通ずるところかと思っています。

また，コロナにおいては外からの訪問者がコロ
ナを持ち込むこと，あるいは，外に出てコロナに
かかること，これが大変怖れられておりましたの
で，自分たちの共同体の内と外というものの境界
を意識する機会になったのではないか。自分たち
の内というものを再認識したことによって，自己
の属する地域共同体への認識を深めるという結果
につながったのではないかと思っております。

それからあとひとつは，民俗芸能を演じること
の楽しさ。踊りの素晴らしさといいますか。そう
いう喜びを感じたきっかけにもなったと思ってお
ります。単に楽しさを追求するだけではなくて，
再認識しただけではなくて，踊りの身体の追求を
なさっている所もあります。これは新潟県柏崎市
の「綾子舞」ですが，所作をなぞるだけでは継承
とは言えないのではないかと。自分たちの綾子舞
の身体，踊りの身体というのは何なのかというこ
との，今，問い掛けの作業をなさっておられます。

もちろん，こういうさまざまな動きというのは，
コロナがあったからのみ起こっているものとは
思っておりませんが，こういう時期にこういう動
きが出てきたというのは，やはり私たちも気にし
ておいていいのではないかと思います。コロナは
自分たちを内省する，そういう機会になったので
はないかというふうに考えております。



－94－
『舞踊學』第47号　2024年

舞踊芸術におけるパラダイムシフト

唐津絵理

愛知県芸術劇場エグゼクティブプロデューサー
の唐津絵理です。また３年前にコロナ禍でオー
プンしたダンスハウスDance Base Yokohama

（DaBY）では，アーティスティックディレクター
を務めています。

今回「劇場舞踊」というテーマをいただきまし
たので，私が今，活動をしているこれら２つの施
設，公共劇場の愛知県芸術劇場と，民間スタジオ
のDaBYという規模も組織のあり様も全く異なる
スペースにて，コロナ禍でどんな状況になり，ま
た現在どうなっているのか，さらに未来への課題
などをお話しできればと思ってます。

コロナ禍での劇場
公共劇場である愛知県芸術劇場にて，私は統括

プロデューサーという立場で企画制作部に所属し
ています。1992年に開館した時，たまたまオープ
ニング事業として山海塾公演を開催することになり
ました。そこでダンスに詳しい専門家を雇用したいと，
私は初の舞踊の学芸員として採用されました。

ここで使用している「劇場」という言葉ですが，
人によってイメージされることが結構違うのでは
ないかと思います。西欧型の劇場のイメージとは
違って，日本の場合，公民館，文化施設とか最近
は公共劇場だとか，いろんな呼び方がされていて，
その機能もさまざまです。日本の劇場で専属カン
パニーをもつのは一握りで，多くが貸館中心と
なっています。ですから，コロナ禍で劇場が大打
撃を受けたと言った場合の中心的な話題は，貸館
部門への影響について語られることが多かったと
思います。例えばコロナになって予定していた事
業が中止になった時に，すでに支払ったレンタル
料は返金してくれるのかなど，多くの場合，返金
されることになるわけですが，しかし多くの施設
が劇場を貸した収入で運営したり，自主事業を企
画したりしているわけですから，そのすべてに影
響がありましたし，今も完全に戻っているわけで
はありません。

自主事業：海外招聘事業への影響
そんな中でまずは私が担当している自主事業へ

の影響についてお話しします。愛知県芸術劇場で
は年に２本程度のダンスの海外招聘事業を行って
いましたが，コロナ禍ですべて中止となりました。
緊急事態制限が解かれて国内外の出入りが可能と
なっても，渡航制限が長く続き，約２年間は条件
付き，本当に回復したのは2022年５月頃からです。

2021年の３月ぐらいから少しずつ緩和され，５

月にイスラエル・ガルバンというスペインのフラ
メンコのダンサーを招聘することできました。こ
の公演は，日本においてコロナ以降に実現できた
初の招聘舞台公演となったようです。この招聘の
ために文化庁や外務省に何度も相談をして大変な
苦労もしながら粘り強く交渉しました。海外との
交流がない状況が長期間続いてしまうと，日本の
芸術環境が縮小してしまうことを危惧して，入国
規制に風穴を開けたいと必死に取り組みました。

今はすでに渡航制限はなくなったんですけれど
も，円安がさらに進み，海外との行き来は大変厳
しい状況です。さらに渡航費や宿泊費もすごく値
上がりし，こういった諸々のことで，海外の招聘
が大体1.5倍から２倍ぐらいの予算がかかるよう
になっています。日本の方々が海外の舞台作品を
ライブで見る機会が本当に少なくなっているとい
う課題があります。そんな中，国内あるいはアジ
アで共同招聘をして，共通経費を分担することで
全体の事業費を下げるなどの取り組みを行ってい
ますが，コロナ以降益々厳しい状況で，このまま
日本の景気が低迷すれば，やがて海外との行き来
ができなくなる，つまり招聘公演も海外公演も開
催できなくなり，日本がガラパゴス化してしまう
のではないかと大変危惧しています。

海外公演とコロナ
海外との交流については海外から招聘するだけ

ではなく，日本で創作した作品を海外で上演する
取り組みも重要だと考えています。2016年に創作
した『ありか』という公演の初の海外公演が，ま
さにコロナ禍でのロックダウンと重なりました。
この作品は，ダンサーの島地保武さんとラッパー
の環ROYさんのコラボレーションで，国内での
再演を重ねたのち，３月14日にパリ公演を行いま
した。この日は，まさしくフランスのロックダウ
ンの日で，公演が終わった翌日からロックダウン
になると大統領の演説があり，パリから逃げるよ
うに帰国しました。ちょうどその時，海外から入
国した人たちは２週間隔離される状況となり，コ
ロナ禍でスタートしたツアーも，結局全部中止に
なりました。

そういった中では，オンラインを駆使すること
になります。『ありか』に関しては，国際交流基
金のEPADというアーカイブの配信プロジェクト
に参加させていただき，無料でオンデマンドで見
れることができるようになりました。

また当館で定番の「赤ちゃんと踊ろう」という
ダンスのワークショップは，コロナ前は赤ちゃん
とお母さん・お父さんが一緒に踊るワークショッ
プでしたが，これもオンラインで家の中で赤ちゃ
んと大人で参加していただく形で何とか一年間ぐ
らいをつないだというような状況でした。
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創作活動への課題と新たな取り組み
『ありか』のような劇場で新作を創作する取り

組みは，創造発信型事業と呼ばれています。西欧
型の劇場では，アーティストやカンパニーが劇場
に居て，そこで作品を作り，劇場から作品を発信
していくことが劇場の役割でもありますが，日本
の場合は基本的に貸館が主流であり，創作活動を
行うのが難しいことは前述したとおりです。

一方で，2012年に劇場法（劇場・音楽堂のため
の法律）という法律ができまして，劇場と呼ぶか
らには，その中に創造発信機能が必要だと明文化
されるようになりました。

そこでは，「劇場」とは何か，ということをも
う一度考え直し，日本における劇場の機能を見直
す機運が生まれています。特に税金で運営してい
る公立文化施設では，公共として全ての一般の
方々に向けて開かれた施設であり，誰もがその恩
恵を受けることができるという，劇場の使命を考
える中で，従来の貸館中心のあり方や事業内容を
見直す必要も出てきていました。一方で，現実的
には多くの施設には長期占拠して創るための占有
スタジオがないため，別の会場を借りたり，空い
ている時間を見つけながら創造活動を行ってきて
いました。こうした日本特有の創作場所の問題を
解決するひとつの試みとして，次にお話しする民
間スタジオとの連携に取り組み始めたのもコロナ
禍でした。

コロナ禍で開館した民間のダンスハウスDaBY
2020年４月に緊急事態宣言が発令されました。

ちょうど同じ４月にDance Base Yokohama（DaBY）
をオープンさせる予定でしたが，コロナで延期と
なり，６月に２カ月遅れて開館しました。こちら
は横浜の馬車道にあり，運営母体はセガサミー文
化芸術財団です。数年前にセガサミーホールディ
ングスさんから企業のメセナ活動として支援をし
ていきたいと相談を受けました，音楽や美術に比
べて支援される機会が少ないコンテンポラリーダ
ンスへの支援をご提案しました。また単発で公演
に助成するよりも，先にもお話ししたように日本
では創作場所が少ないこともあり，創作のための
ダンスのレジデンスを中心としたダンスハウスの
創設をご提案したところ，ちょうど良いタイミン
グで帝産倉庫をリノベイションしたスペースも見
つかり，DaBYがスタートしました。

DaBYは，プロフェッショナルなダンス環境の
整備とクリエーターの育成に特化した企画・運営
をしているダンスハウスです。３つの拡張を基本
コンセプトにしてスタートしました。この目標を
実現するためのキーコンセプトとして「つくる」

「そだてる」「あつまる」「むすぶ」を挙げました。
「あつまる」をコンセプトにしながらも，最初か

ら，コロナのために集まれなくなり頭を抱えまし
た。そういった中で，皆で相談を重ね，最初はオ
ンラインでスタートすることにしました。

４月１日，DaBY開設の記者発表をまずオンラ
インで行いました。それから，世界中にいる知り
合いのダンスアーティストに声を掛けて，ダンス
で100人の方からメッセージを集めました。これ
らは今でもDaBYのYouTubeで見ることができま
す。それからトークやセミナーなど，全てのイベ
ントをオンラインで始めました。

途中から少し集まれるようになったら，オンラ
インとライブのミックスで開催したり，とにかく
その時の状況に合わせていろんな形で柔軟に運営
をしました。

最初の２ケ月，国の判断でスタジオが全く使え
ない期間があったのですが，そのために稽古場が
なくて，身体が動かせず，困っているダンスアー
ティストが沢山いるとわかりましたので，スタジ
オ利用のための公募をして，結果，申し込みいた
だいた17組のアーティストたちに使ってもらうこ
とになりました。使い方に制限は設けず，稽古で
も，自分の体のトレーニングでも，リサーチでも
クリエイションでも映像撮影でも使用方法は自由
ということにしたところ，皆さんさまざまな使用
をされていて，創造活動だけではない，場所があ
ることのさらに多様な可能性を感じる契機になり
ました。

今後日本のダンスハウスとしてどういう使い方
ができるのか，皆さんにとって有益なのかという
ことのある意味リサーチの機会になったかなと
思っています。

DaBYの開館記念事業のゆくえ
DaBYの開館時には４つのオープニングのイベ

ント考えてました。ヨアン・ブルジョワとコレク
ティブ・プロトコルというサーカスアーティスト
の海外招聘公演は両方とも中止となりました。

一方で日本のアーティストによるクリエイショ
ンのプロジェクトについては，期間や形式を変え
て実現しました。「ダンスの系譜学」という企画は，
安藤洋子さん，酒井はなさん，中村恩恵さんとい
う３人の日本の女性アーティストたちにフォーカ
スし，ダンスの歴史をどう継承し，そして今につ
なげていくかを考えるための企画でした。これは
延期とする一方で，創作の過程を公開していく

「TRIAD INTERMISSSON」という企画を加えま
した。INTERMISSONには，幕間という意味合
いがあります。私たちはずっと今まで創造をし続
けて走り続けてきているんだけれども，今少しこ
こで休憩をして，みんなで少し，なんで私たちは
この作品を創っているのかとか，ここでどういう
ことをやるべきなのかっていう，考えるようなそ
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ういった場所にしましょうということで，創作活
動を引き延ばし，長期間かけたクリエイションに
していきました。
「TRIAD INTERMISSSON」では全てオンライ

ン配信と，ライブも使いながら，クリエイション
の様子なども伝えながらデモンストレーションを
したりトークをしたり，プロセスそのものを公開
していきました。そして予定の１年半後に，よう
やく世界初演を愛知県芸術劇場で迎えることがで
きました。この一連のプロセスが，これまで当た
り前と思っていた創作手法を見直すきっかけとな
りました。

ダンステレポーテーション
開館企画として，アメリカ在住の振付家の山﨑

広太さんと「都市を振り付ける」をテーマにした，
屋外でのパフォーマンスを企画していたのですが，
もちろんリアルでの開催はできなくなりました。
しかし参加予定だった12人のダンサーとオンライ
ンでなんどかミーティングを重ねたところ，是非
何らかの創作を続けたいということになり，オン
ラインでの創作に取り組むことに決めました。山
﨑さんがダンスアーティストたちにインタビュー
をして，そのインタビューを元にまた何か文章を
書いて，その文章にインスパイアされたダンサー
たちが身体を使ったクリエイションを行いました。
結局，映像，写真，言葉など，ライブ以外の形で
ダンスを表現をすることになり，最終的な形は「ダ
ンステレポーテーション」というDaBYの中外を
使った展覧会となりました。

展覧会に合わせて実際に参加できるダンサーが
展示に合わせてパフォーマンスを行ったり，それ
をオンライン中継をするなど，さまざまな形で多
くの方に公開していく方法を試みました。

コレクティブ的手法の追求と関係の構築
DaBYのアソシエイトコレオグラファーとなっ

た鈴木竜さんとは「コレクティブダンスプロジェ
クト」をスタートしました。コレクティブ＝協働
と訳せると思いますが，このプロジェクトのきっ
かけはZoomでのミーティングでした。Zoomの画
面ではどんな立場の人も並列で並んでいます。画
面上はヒエラルキーがなく，リアルよりも他人の
目を気にせずに自分の意見を言うことができるこ
とに気がつきました。

これまで作品を創る時に，演出・振付家とヒエ
ラルキーのトップにいて，演出家のやりたいこと
をスタッフやダンサーたちが叶えるという関係性
で創造することが多かったと思います。こうした
オンラインでのある意味，ヒエラルキーをあまり
感じないミーテイングを重ねる中で，これまでの
作品の創り方が本当に良かったのだろうかという

疑問が，より強くなってきました。ヒエラルキー
形式での創作への疑問というところから，やはり
もう少し対等な立場で，健全な方法で，関わる全
ての人が議論し合いながら良い作品が創れる方
法ってないだろうかっていうことを探る一年間に
なりました。対話をする時間が増えることで，思
考や創作方法が変化してきたのだと感じています。

パラダイムシフト
コロナ禍における活動は，全てのことを再構成・

再創造し直す過程だったのではないかと考えてい
ます。今回パラダイムシフトって，ちょっと大げ
さなタイトルをつけていますが，例えば，集まる
ことができない場合に，集まらないで何ができる
かを考える，そんな発想の転換をするようなこと
をコロナ禍の数年間ずっと繰り返してきたように
思います。このように常に問い直しを行い，思考
し続ける時間今まではあまりなかったんじゃない
かということも感じました。

さらに，今どういった作品を創りたいのか，本
当にダンスという表現を思考しているのかってい
うような，問い直しをした時期だったと思います。
そうったことから，新しいキュレーションの方法
を考えるようになりました。

創作から再演への循環を作る
健全な環境で創作した作品を，よりプロフェ

ショナルな状況で対価を得ながら再演することが
できていない日本の舞台環境にもより強い危機感
を感じるようになってきました。そこで，官民の
連携協定を結び，DaBYという開かれたスタジオ
で創作し，愛知県芸術劇場で発表する，創作から
再演までの循環を作っていく取り組みも始めまし
た。これは，コロナ禍で作品を丁寧に作っていく
ことや，コロナ禍で新たに生まれた助成金の制度
を活用することで実現できました。

健全な創造環境を目指して
創作の過程で，健全な創作環境を構築できてい

ない現状への意識は，コロナ禍でより明確になっ
てきたと思います。この健全というのは，もちろ
ん身体的な健全もありますし，それから精神的な
健全もあります。

観客が創作過程から作品を見守って，フラット
な環境で創られた作品を選択・鑑賞してくことを
通じて，持続可能なダンスの環境をつくっていく
ことがすごく必要になってきていると感じていま
す。こうしたダンス環境への課題意識というのは
コロナ禍での時間があったからこそより解像度高
く気づくこと，考えることができたことだと思っ
ています。
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□パネリストによるディスカッション

海野　お１人ずつ２時間ぐらいお話を伺いたい内
容でしたが，残念ながら閉会予定まで30分となり
ました。今回，全く違う領域の皆さんをパネリス
トにお呼びしました。私としては舞踊学を多面的・
多角的に捉えて，その違う領域の間での相乗効果，
シナジー効果が発揮できたらと思い，お呼びした
次第です。

では，短い時間ですが，引き続きパネル・ディ
スカッションに入ります。まず発表順にお１人ず
つ，他の方の発表へ短いコメントをいただけます
か。他の３人全員でなくても結構です。それでは，
齋藤さんからお願いいたします。
齋藤　皆さん，非常に刺激的なお話をありがとう
ございました。

まず寺山さんのお話の中ですごく印象に残った
のが，身体の読み合いであるとか，表現してしま
う身体ですね。やはり人と人との対面での接触や
物との接触が非常に重要だということで，おっ
しゃるとおりだと思います。

１つ思い浮かんだのが，普段私が病院で接して
いる患者さんたちの中には，自閉症とか強迫性障
害の方で，そのような接触が非常にきついと感じ
るお子さんがいらっしゃるんですね。そういう
方々がコロナ禍でどのように過ごしていたかと言
いますと，逆に楽そうだったんですね。というの
も，引きこもるとか手を洗うとか，症状と捉えら
れていたことが，社会的なノーマルになったとい
うところがあるからかもしれません。

そこで，今回コロナでデジタルツールが使われ
る機会が増えましたが，そういったお子さんたち
が学校に戻り，身体的な関わりを改めて持つ際に，
デジタルツールだからこそできる身体教育のサ
ポートでお考えになられているものがあればお伺
いしたいと思いました。

次に吉田さんのご発表についてですが，これも
コロナ禍の中，除災であるとか鎮魂であるとか，
そういったテーマがより強く出てきたのかなと思
うんですね。印象に残ったのが，「綾子踊」にも
ともとあった雨乞という意味が，今は雨をそこま
で求めなくても用水で足りるので，団結というも
のにつながっていったというお話ですが，その団
結の中に，やはり除災や鎮魂がテーマとしてより
強く出てきたのではないかと想像しました。

ご発表の中で，さまざまな「風流踊」が交わっ
たり，オンラインで交流したりしたというお話が
ありましたが，そのような交流は，コロナを経て，
それ以前と比べてより密になったのか，またその
中で何か特別なテーマが出てきたのか，もしお伺
いできればと思います。

唐津さんのご発表は素晴らしく，特にさまざま

な事業をまとめるお力に感銘を受けました。私が
医療業界でコロナと関わってきた印象では，町医
者の先生方は一生懸命すごく親身にやってくだ
さっていたのですが，病院も含め医療界全体とし
て組織をまとめる力が弱いと感じました。今回，
唐津さんのお話を聞いていると，日本のダンサー
や振付家を集め，いろんなアイデアを事業として
まとめていらっしゃる，こんな素晴らしい方がい
て，本当にうらやましいと思いました。

ご発表の中で，INTERMISSONとか，あとZoom
で話をすることによって，参加者の関係がヒエラ
ルキー型から変化したという議論がありましたが，
アーティストの方々への，コロナそのものあるい
は組織の変化の心理的な影響がどのようなもので
あったか，また最後におっしゃっていた健全な精
神状態を作っていくという，これは今後作られて
いくことかと思いますが，その目標に向けて何か
手掛りがあったのか，お伺いできればと思います。
海野　それでは寺山さん，お願いいたします。
寺山　質問じゃなくても構わないですか。
海野　はい，もちろんです。
寺山　３人の皆さんのお話を伺って，人間の力で
はどうにもならないことへの意識が，やっぱり今
ないのかなというふうに思いました。例えばコロ
ナだとかパンデミックみたいに――当時は多分バ
タバタと人が死んでいて，後で考えればそれがペ
ストだったっていうことで，ほんと怖かったと思
うんですね。そういうものだとか，悪霊みたいも
のとか，天候とかっていう，どうにもならないも
のに対する祈りだとかを，ダンスに置き換えて
いったんだと思いますし，劇場も多分そういう所
だったと思うんですけども。そういうのが，ちょっ
と今いろいろと，そんなのないしとか，そんなの
科学的じゃないしとか。

と思いきや，「そこでだまされちゃうのか」と
いうようなものに，すぐ人がだまされていった
りとかいうところで，「ああ，なるほどな」って，
あらためて根源的なものに１回戻るっていう意味
でも，ダンスっていうのが必要なんだなってあら
ためて思いました。すみません，質問ではないん
ですが。
海野　ありがとうございました。では，吉田さん，
お願いいたします。
吉田　ありがとうございました，大変勉強になり
ました。私が思いましたのは，やはり民俗芸能，
それからアーティストとしての芸術活動，それか
ら教育活動，劇場の運営などなど，いろいろ違う
所に立ちつつも，このコロナという実感が，それ
ぞれの活動なり何か芸能をもう一度深く見直す時
間，当事者にとって内観する時間になったのだと
いうことを感じました。先ほど齋藤先生から，パ
ンデミックは文化を促進させるというようなお話
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もございましたけれども，それを本当に感じまし
た。

それで，なんて人って強くて，芸能とかそういっ
たものの持つ力というのは非常にしたたかで，強
いものがあるということの再認識ができた気がい
たします。

それから，デジタルツールというものが民俗芸
能を他者に見せていく時に，このコロナを経て，
いろいろ使われるようになってきました。そうい
うデジタルツールが，これからの民俗芸能なり芸
能の新しい創作活動なり伝承なりに，どういった
形で展開されていくのかなというのは，特に民俗
芸能の世界はまだまだその辺はうまく使いこなせ
てないなとも感じておりますので，その辺は，他
分野の先行されているところの事例からも学べる
ところが多いのではないかなというふうに思った
次第でございます。ありがとうございます。
海野　ありがとうございます。では，唐津さん，
お願いいたします。
唐津　コロナ禍ではどのジャンルにおいても，今
までやってきたことの問い直しが行われていたの
だと思いました。それはつまるところ身体をベー
スにしている舞踊学を探究されている皆様ですの
で，まさに身体の根源に返るようなことを思考さ
れているなっていうことを強く感じました。

齋藤さんのお話では，文化振興を促進する機会
の中で，死を考えること，そして死から自由を考
えることと私的空間の共有と開放っていうことを
おっしゃっていましたが，それは劇場空間にも置
き換えることができるのではないかと思いました。

劇場空間は，とても閉鎖的な空間で，何でも自
由にできる場とされながらも，実はすごく抑圧さ
れている空間なんですね。劇場芸術ではあるひと
つの表現や形式を追求するということに縛られる
中で，近年は，公共空間として，もっと外に開か
れていく必要があるとの考え方がでてきました。
斎藤さんの私的空間の共有と開放という考え方が，
今後の劇場の捉え方の変容の可能性に重なるお話
だなと感じながらお聞きしていました。

それから寺山さんのお話で，「私」という身体，
「身体観」の教育ということに関しては，実はコ
ロナ禍で，ダンスアーティストたちが「私たちが
なぜ踊るべきか」という問いと同時に，私の身体
は「いったい誰のものなのか」という問いにぶつ
かってることとつながっていると感じました。こ
れまでは，ダンサーという他者を，自分が作りた
い作品を叶える存在として，ただ単に操り人形的
に扱う演出・振付家が多かった思います。そんな
ヒエラルキーのトップとしての演出家の存在が
あった中で，いや，ダンサーたちの身体は，演出
家の身体じゃないでしょう，っていうような問い
直しが起きている。自己決定権はダンサー自身に

あるという，「オートノミー」の考え方だと思う
んですけれども。

そういった，私の身体と言っている「私」って
誰なのかという主体の問題としてもやはり考えざ
るを得ないっていうことで，ダンサーが振付家と
の関係を考えていくことも増えてきた時期だった
なということを思いました。

それから吉田さんのオンラインのお話に関して
ですが，実はステイホームになって私が真っ先に
オンライン配信をやりたいと思った理由が，コロ
ナの状態になっていわゆる家の中に閉じ込められ
るという状態になった時に，いろんなダンスアー
ティストたちがいち早くオンラインで自分たちの
踊りを発信し始めたことに起因しています。その
時に，やっぱりこれが舞踊家の姿だなっていうこ
とを強く感じ，それを一般の方にも知ってほしい
と思ったのです。

それはまさにさまざまな「祈り」の姿だったと
思います。死者に対しての供養だったり，鎮魂だっ
たりっていう。そういった舞踊家の持つ本質みた
いなことが，民俗舞踊というふうな形で今お話を
されたんですけど，その要素というのかな，そう
いったエッセンスというのは，今の現代の舞踊家
たちも持ち続けていると感じているので，そう
いった意味からも，なんかすごく近しい感じを受
けました。
海野　ありがとうございます。

今，４人の話を伺って――寺山さんがご発表の
最初に，「他の３人とは論点が違う」とおっしゃ
いました。それから吉田さんも，最初に「一緒の
土台に立てないのではないか」とおっしゃいまし
た。しかし，私が伺った限り，４人の話にはとて
も共通点があって，論点も一致してると感じてい
ます。寺山さん，そのところ，いかがでしょうか。
寺山　そうであってほしいと思います（笑）。結局，
今，教育の現場で出会っている皆さんが，専門の
子も含めてですけれども，鑑賞者であり，パフォー
マーでありっていうところになっていくと思うの
で，いわゆる土台っていうんですかね，その人た
ちがどうやって生きるかというふうに派生してい
くんじゃないかなと思うので，ある意味，踊る身
体っていうところではとても共通のことかなとは
思いますが，「ポストコロナ」からは外れちゃっ
たかなと――すみません（笑）。
海野　いや，私はそうは，伺っていて思いません
でしたが。では，吉田さんはいかがでしょう。舞
踊学にはお詳しくないということでしたけれども，
土台は同じではないかと私は感じましたが，いか
がでしょうか。
吉田　ありがとうございます。そのように言って
いただけて，大変良かったと思っております。

私が思いましたのは，自分たちが生活して生ま
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れ育った所に，こういう民俗芸能があってもなく
ても，多分日本人がある土地に生まれ生きていく
中で，日本人として多分躰に根差した何かという
ものは，いずれのものにとってもあるのではない
かな，と。

そういうものの基盤があった上で，個人の創作
活動っていうものが展開されてきて，もしかした
ら，それは自分の持っている何かの否定から始ま
るかもしれないし，肯定から始まるかもしれない
し――。そうだけれど，多分いずれにしても根底
にある民俗的なものというのが――フォークロア
の方ですが――あったその上の芸術活動の展開，
あるいは芸術教育とかそういうものの展開がある
のかなというふうに思いますと，全く違う世界に
いるような気がしておりましたけれども，何か連
続しているといいますか，何か関係性があるのか
なということを今回感じまして，大変ありがたい
機会だったというふうに思っております。
海野　ありがとうございます。先ほどの吉田さん
の最初のご発言でも，このコロナ禍が内観する時
間になったとのことでした。どの領域でも，そう
いった自省する時間，見直す時間，問い掛ける時
間になったということをおっしゃったと思います。
それが１つ共通点ではあるんですが，さらにその
時に，常に身体に，躰に戻って考えていくという
ことが共通点ではないかと思いました。

その点で，最初の齋藤さんのお話では，ラバン
という個人なんですが，個人が新しいアイデアを，
発想を，議論の進化を，感染症の広がった期間に
進めたというのがつながってくるかと思うのです
が，齋藤さん，その点いかがでしょうか。
齋藤　まさにスペイン風邪の時代の対策は，実は
いろいろな点で今につながっています。社会的距
離を取るとか，あるいは患者さんを隔離するとか
予防的措置も取られていました。しかし一方で，
劇場はニューヨークや日本でも開いていたりして，
実はそこまで徹底されていない。ただ，ラバンや
周辺の舞踊家は，その期間，特に身体的表現はで
きていませんでした。そこで，内面を掘り下げる
ことにますます集中することになったと思うんで
すね。戦後，その反動として，身体的表現が広がっ
たのかもしれません。

ラバンの一番弟子でもあるマリー・ヴィグマン
が，スペイン風邪流行の直後，1919年に映画を作っ
ています。『女性舞踊家を囲む舞踊』という題名
の映画です。これは，「山岳サスペンス映画」と
呼ばれていますが，サスペンスといっても非常に
変な話で，ヴィグマンが男たちに追い掛けられて，
山の上に逃げていき，誰もついてこられなかった
というストーリーなんですけども（笑）。

これが公開されたのが1919年の12月で，恐らく
撮影したのはその前の夏ぐらいだと思うんですね。

まだ感染が収束するかどうかの時期に，ヴィグマ
ンは山の上で，非常に開放的ポーズを取っていて，
舞台舞踊ではありませんが，その時代も今のよう
にメディアを使って何とか表現しようという意欲
があったわけです。身体に戻るのは，そのような
媒介を経て，だんだんと戻っていったのではない
かと思います。ちなみに，ラバンも当時，映画を
ウーファー提案していましたが，不採用でした。
余談ですが，そこに，格差の問題とか，現代につ
ながる問題が含まれていたのではとも思っていま
す。
海野　ありがとうございます。

今度は唐津さんに伺いますが，唐津さんの「パ
ラダイムシフト」という言葉が大変的確だと思う
のですけれども，コロナ禍において全てが再構成・
再創造されたということでした。そこで唐津さん
に伺いたいのは，他の３人の話を聞かれて，やは
り同じようなパラダイムシフトがあったというふ
うにお聞きになったでしょうか。
唐津　ベーシックなところでは本当にそうだと思
います。ただ，先ほど寺山さんがおっしゃったよ
うに，きっかけがコロナだけなのかどうかは分か
らないっていうのも，私も実は感じているところ
なんですよ。でも，それも含めて，今までこのま
ま，慣習のようなこと，それから日本の体質みた
いなことでなかなか変えることができなかったこ
とっていうのが山のようにあって――。

私もやはり自分の劇場のみならず，いろんな所
には当然自分たちがやってきたことを「良し」と
したいっていうような気持ちというのもあります
ので，やはり変えたくないという力の方が圧倒的
に多い中で，何かのきっかけがあったことによっ
て，「やっぱりそれは見直した方がいいんじゃな
いの」という，「やり直した方がいいんじゃないの」
という声って，たくさん挙がってきてると思うん
ですよね。

それをまた，ポストコロナで，以前に元に戻っ
てきた時に，気が付かなかったこととして蓋をす
ることもできるでしょうけれども，このきっかけ
をチャンスにすることもできるわけです。ではど
ういうふうに変えていこうかと熟考して，新しい
時代を作っていこうとさまざまな挑戦をされてい
る方も多いと感じています。特に今日ご発表の
方々は皆さん同じようにチャレンジをされていて，
ある意味「同志」のような，そういった心強い気
持ちになりました。
海野　時間の関係で，ディスカッションをこれ以
上深められないのが大変残念です。皆さん，どう
もありがとうございました。
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□フロアとの質疑応答

海野　それでは，せっかくですのでフロアの皆さ
んから，何人かの方に，ご質問あるいはご意見を
いただきたいと思います。ご質問・ご発言のある
方は，手を挙げていただけますか。短めでお願い
します。
フロア１　今日は貴重なご発表，ありがとうござ
いました。アーティストの方々もしくは制作者の
方々が，コロナの大変な時期にあり，いろいろ創
作の方法を新たに考えようとしたり，もしくは，
歴史的に振り返っても，ラバンが自分自身の思考
を深めようという機会になったこと，すごくつな
がる話として伺わせていただきました。

質問なんですけれども，寺山さんのご発表にあ
りましたように，身体の不在，学生，鑑賞者です
ね，コロナの時期になって躰がない部分。躰はパ
ソコンの前に座った中で，中にある空間に意識を
飛ばして，そこでの身体感覚でしょうか。ダンス
を見ることにおいても，何とか劇場で見るような
感覚をつかもうとしてるらしい。もしくは，一緒
に踊ろうとするらしい動きが出ていたかのように，
これは希望的観測なんですけれども。つまり，仮
想空間における身体を自分なりに考えて何かしよ
うとしてた機運があったような気が，私は思って
いるのですが，そういうことにつきまして。

つまり，見る側の身体とアーティストの方と同
調するような。特にオンラインや，齋藤さんのご
意見にありました，映像の中の身体ですね。今，
映画なんかだと普通に思えるんですけれども，そ
ういうような変化とか身体感覚の変化について，
ご意見ございましたら教えていただければと思い
ます。
海野　どなたからでも，短くお願いいたします。
では，寺山さん，お願いいたします。
寺山　身体感覚のずれっていうのは，ここにも教
育の先生方たくさんいらっしゃいますが，先生方
はもう一番ご存知だと思うんですけども，やはり
もうここ20年ぐらい。例えば，お友達を殺しちゃっ
たお子さんいます。ゲームはリセットしたら生き
返るんで，そうだと思って殺しちゃったっていう
か，刺しちゃったとかですね。あと，叩かれれば
相手もこれぐらい痛いだろうとこっちも思って叩
いているのと，ただ叩くだけで，そんなに痛いと
思っていないみたいな。

自分もした経験でしか，やっぱり他者感覚って
難しいんだと思うんですね。かといって，じゃあ
絶対それを経験しなくてはいけないのかというと，
そうじゃなくて，あとは「想像力」だと思うんで
すけども。そこがやっぱり欠如するような環境は
オンラインが助長しているんじゃないかなとは思
います。

とても便利ですし，例えば，今のお子さんは冬
の朝はご家庭にいて，冬の寒さをほぼほぼ感じな
いで起きることができるんじゃないかと思うんで
す。おうちがピッと自動で暖かくなっちゃうおう
ちも今あるしっていうと，そういう自然の感覚み
たいなものがないような所で育っている子たちが，

「冬はつとめて」って言われても，古文で習うよ
うに「つとめて」って言われても――みたいな。
その寒さの感覚っていうのは，ちょっと共有し得
ないのかなと思ってみたり。

環境のこともありますし，文化のこともあると
思うんですけども，それは意識化しないと，ちょっ
とそういうふうに目がいかないのかなとは思って
ます。
海野　ありがとうございます。他にご質問・ご発
言，お願いいたします。
フロア２　私から１つ伺いたかったことなんです
が，齋藤さんがラバンについて，ラバンが，舞踊
家は私にとって新しい人間であるっていうような
ことを，スペイン風邪で鬱の後期なのかな，舞踊
家のことを非常に高く評価するような発言をされ
ているというお話しでした。

一方で，私が気になったのは，ダンサーという
言葉も使われていて，訳出する時にそれいつも困
るんですが，ダンサーとか舞踊家っていう時に，
ラバンはそれは想定されていたのか。つまり，多
くの人と一緒に踊らせるような活動をされてると
思うんですが，それを自ら踊る人と，みんなの群
に入っていく人っていうのは，同じダンサーなん
でしょうかっていうのが，私の疑問としてちょっ
と感じたんですが。
齋藤　今回の話の範囲内ですと，それは区別して
いないと思います。ただ一方で，エリート意識も
あって，知識を伝授するのはあくまでフリーメー
ソンの知識を持った人なんだよと捉えていて，そ
ういった面が根底にあり，端々に出てきてしまう
というのはやはりあるかと思います。
つまり，舞踊は全員のものだと言いつつも，よく
読んでいくと，共同体に属していること自体の「選
民意識」が浮かび上がる傾向はあると思います。
フロア２　ありがとうございます。
海野　最後にもう１人だけ，どなたかいらっしゃ
いますか。
フロア３　本日は大変興味深いお話，ありがとう
ございました。

唐津さんにお聞きしたいんですけれども，パン
デミックになって，しょうがなくオンラインで事
業をいろいろスタートしたというお話しでした。
その時に，いつかは対面に向かうつもりで，その
オンライン事業は展開されていたんでしょうか。
それとも，そのオンライン事業をやる中で，「ああ，
これでも，オルタナティブとして，オンラインと
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いう形でもパフォーマンスが成立する」というよ
うな感覚があった時もあったんでしょうか。
唐津　オンラインの活用については，いつこの状
況が終わるか分からない状態でスタートしていま
すので，最初はもちろん代替的な活用でもありま
した。でも，ダンスに関わる人たちが身体を通じ
てオンラインでもできることっていうことを，こ
のまま探りたいという声もありました。また，打
ち合わせだとかミーティングだとかは今でもその
ままオンラインも多いです。

それから具体的なことで言えば，例えばダンス
を創作しようとする場合に，まず場所にみんなで
行って，何となくストレッチしながら始めて，そ
こであまり話すことなくなんとなく動きを創り始
めますみたいなことが，今まで結構当たり前に
あったのではないかと思います。でも動き出す前
の段階として，オンラインを使うことで，私たちっ
て今何すべきかみたいなところからしっかり話
すっていうことで，最初の数回はまずはコンセプ
ト作りからしましょうと，全部オンラインになっ
たクリエーションとかもあるんですね。実際にス
タジオに集まるのは少し後になってからにしたり
ですね。つまり，オンラインでできることってい
うのがマイナスな意味ではなくて，オンラインを
活用することによって，先ほども話が出ています
けど，思考を深めていくとか，みんなで一緒に考
える。そこに，ヒエラルキーなく考えていく時間
にするなど，ポジティブにできることに関しては，
実は今も継続してます。

今はまた集まることができるようになったんだ
けれども，やはり話し合いとかトークイベント等，
オンラインでもできることはありますね。一方
で，舞台映像となると，ライブで観る作品をオン
ラインで配信をするっていうことがどこまで有効
なのかなっていうのは，多分議論があると思いま
す。でも，遠隔地に住んでらっしゃる方にとって
は，それでも映像ででも見れる方が良いというメ
リットはありますので，映像配信についても引き
続き取り組まれている団体はあります。

でも，やはり劇場に見にきてほしいですので，
内容によって，オンラインが適切かどうかを考え
る必要があって，ライブか映像かの選択肢が増え
た中で，これをやるためにはどのツールやメディ
アを活用するのがいいだろうみたいな選択をして
いく，つまり選択肢が増えたと，私は前向きにそ
こは捉えております。
海野　ありがとうございました。パネリストの皆
さま，シンポジウムにご参加の皆さま，発表と議
論をありがとうございました。

今日のシンポジウムでは，研究者個人にとって
も，教育の場，人格形成・自我の形成においても，
民俗芸能，地域共同体においても，あるいは劇場

舞踊においても，何かしらこのパンデミックとい
うものがプラスに作用する面があったというふう
に，私は伺って思いました。今日のシンポジウムで，
舞踊と舞踊学の未来について，何かしら明るい可
能性を皆さまに見出していただければ幸いです。

以上でシンポジウムを閉じさせていただきます。
どうもありがとうございました。（拍手）

（注）
※シンポジウムの記録原稿を作成するにあたって

は，録音を文字起こしした原稿を用意し，それ
を発表者自身が確認，修正して，３ページにま
とめた。さらに用字や表記をある程度統一する
ために，編集委員会で若干の修正を行った。

※質疑応答でのフロアの質問者については，所属・
姓名は匿名として，「フロア１」「フロア２」「フ
ロア３」と表記した。




